
男女共同参画計画策定に係るヒアリング調査について 

 

（１）調査目的 

男女共同参画計画の策定において、それぞれの分野で取組みを実施する団体、当事者等が日頃感じている

ことや課題の有無、解決の方向性などの意見を聴取して、計画に反映する。 

 

（２）ヒアリングテーマ案  

テーマ 主な選定理由 ※は国や府の動き 

①女性の活躍推

進（参画拡大） 

・ジェンダー平等のため、女性活躍推進は引き続き社会的要請が高い。 

・現計画の重点項目に位置づけており、計画全体に及ぶテーマ。 

※大阪府計画にて重点目標に設定。 

②仕事と育児/

介護の両立支援 

・前回は男性のワーク・ライフ・バランスをテーマとし、市の男性職員育休取得率水準は

向上し、一定の成果。 

・一方で、性別に関わらず、仕事と育児・介護の両立は社会課題として深刻化。 

※国では育児・介護休業法が令和 6 年に改正。 

※大阪府計画にて追加項目に設定。 

③困難な問題を

抱える女性への

支援 

・貧困、孤独・孤立、ひとり親等の重層的な課題が生じており、行政単独での対応は困難

で、民間事業者・支援団体との連携が不可欠。 

・支援の担い手側からの意見聴取も重要。 

※令和６年に女性支援新法が施行され、国・府の計画ともに記載 

 

（３）想定するヒアリング対象及び主な項目案 

テーマ 想定する対象（案） 主なヒアリング項目 

①女性の活躍推

進（参画拡大） 【個別ヒアリング】 

・事業所調査でヒアリング協力可能と

回答した事業所あるいは「働きやすい

職場づくり推進事業所」       

  

・ローズ WAM での講座参加者 

  

・女性活躍に関する具体的取組 

・女性活躍推進に向けた課題 

・女性管理職登用等における障壁 

・組織・上司等に求めること など 

②仕事と育児/

介護両立支援 

・仕事と育児・介護等の両立支援における具体

的取組 

・人手不足や属人化など発生している課題 

・仕事と家庭生活の両立に対する障壁 

・キャリア形成への不安や必要な支援 など 

③困難な問題を

抱える女性への

支援 

【座談会形式】 

・支援を行う機関へヒアリングの実施 

-配偶者暴力相談支援センター相談員 

-ＤＶ被害者支援等を行う団体 

-ひとり親自立支援員 

-ローズ WAM 相談窓口 など  

・支援者からみる困難な問題を抱える女性の

おかれている状況 

・困難な問題を抱える女性の背景及び要因 

・支援を行う上での課題 

・女性が求めている支援ニーズ など 
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